
「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
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(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
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(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。
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…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを
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受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」
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「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲
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があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ
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グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム
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群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、
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イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。
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だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」

「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１１回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(68)Jesus said, "Blessed are you when you are hated and persecuted. Wherever you have 
been persecuted they will find no place."
(68)Jesus said, "Congratulations to you when you are hated and persecuted; and no place 
will be found, wherever you have been persecuted."
(68)イエスが言った、「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いであ
る。そしてあなたがたが迫害された場は見出されないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
「迫害されるなら、幸いである」と、このような逆説的な言明は、イエスの他の共観福音
書にも、同様の言い回しが載っていますし、トマスの福音書にも、これまでに、第５４
項と、第５８項で、次のようなセンテンスとして出てきています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたのも
のだから」だ。
…………………………………………………………………………………………………………………
(58) Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58) Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."

(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
…………………………………………………………………………………………………………………
いずれも、ポイントは同じで、あることに苦しんでいることに気が付けば、その苦しさ
を解消する手立てが打てる。そして、解消する手立てを打てば、それは解消できて、結
果として、苦しみはなくなるということです。
イエスはたぶん、単純にそう言ったと思いますが、福音書の編者は、それを強調するた
めにそれぞれ、修飾的な言葉を追加しています。
「あなたがた貧しい人たちは、幸いである」。どんなに幸いかと言えば、まるで、「天国は
あなたがたのものと言えるくらい」と続けたわけです。
「苦しんだ者は、幸いである」。どれくらい幸いかと言えば、「彼は命を見出したくらい幸
せになる」と続けたわけです。
「あなたがたが憎まれ、迫害されるならば、あなたがたは幸いである」。どれくらい幸い
であるかと言えば、「それは、まるで、あなたがたが迫害された場所は、どこにもなかっ
たと思うくらいであろう」と続けたわけです。

つまり、苦しかったことを解消できれば、それは考えられる最高の幸せに到達できると
強調しているわけです。心の仕組みから言えば、同じ天秤の一番端から、逆の一番端に
振れることになると言っているわけです。
ですから、「苦しいと気が付けば、それはラッキーである」ということです。ここでは、
飢えや、貧乏などの苦痛ではなくて、迫害の苦痛をテーマにしていますが、ポイントは
同じことです。

では、なぜ、わざわざここで迫害を別のテーマのように取り上げて、また、再び言明し
ているのかといえば、多分、迫害ということは、心の苦痛の部分もあるとは思っていな
い弟子が多かったからでしょう。
当時、ユダヤ民族はローマ帝国の支配下にあり、ユダヤ民族はローマ軍からいわゆる
「迫害」をされていた状況ですから、ユダヤ教の各派の中には、その迫害に抵抗したり、
反発や反乱を企てようとしていたグループもありました。「迫害」は苦痛であるが、それ
は、精神的なものではなく、戦うべき民族的、政治的なことであると、多くの人に思わ
れていたのでしょう。
それに対して、イエスは、「迫害された」という思い、その「苦痛の思い」に限っていえ
ば、それも、思い方次第だよ、消そうと思えば消せるよと言ったわけです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、心の中の強欲で自分が苦しくなっているのであれば、それに気が付いて、それ
を解消すれば、苦しさも解消できるでしょうが、『迫害』は、実際に、生活が苦しいので
すから、イエスが言うように、『それに気が付いて手を打てば解消できる』というもので
は、ないのではないですか。迫害は現実に物理的、経済的、強制的なものであって、修
行をしても、その苦しさは解消できないのではないですか。笑雲先生」
「それはそうだ。現実の事実は、どうしようもない。修行して変えることができるのは、
自分の中の心の問題、思い方だからね。イエスは政治家ではないし、革命家でもない。
悟りの先生だ。心の先生だ。だから、『迫害されて苦しい』と言っている人の心の問題を
言っているだけだ」
「なるほど。そうですか。外に向かって変えようとするのではないのですね。ですから、
次のようなセンテンスが、続いて出てきたのですね」
「どんな、センテンス？」
「『心の中で迫害』されているというセンテンスです」
「そうかもしれないね。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(69)Jesus said, "Blessed are they who have been persecuted within themselves. It is they 
who have truly come to know the father. Blessed are the hungry, for the belly of him who 
desires will be filled."
(69)Jesus said, "Congratulations to those who have been persecuted in their hearts.they 
are the ones who have truly come to know the Father. Congratulations to those who go 
hungry, so the stomach of the one in want may be filled."
(69)イエスが言った、「心の中で迫害された人たちは、幸いである。彼らは、父を真実に
知った人たちである。飢えている人たちは、幸いである。欲する者の腹は満たされるで
あろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
心の中で迫害されている人とは、「私は、迫害されていて、不幸だ」と思っている人のこ
とです。その逆の状況は「私は、丁重なおもてなしを受けて嬉しい」と思っていることで
しょうか。つまり、ぞんざいな扱いを受けて、不幸だと思っているのも、丁重な扱いを

受けて、嬉しいと思うのも、同じ判断基準の比較の問題です。外見的には同じぞんざい
な取扱いであっても、外見的には同じ丁寧な取扱いであっても、本人の思い方次第で、
その捉え方は変えられるということです。あくまで、精神論、修行の話をイエスはして
いるわけです。

迫害での苦しさが、心の問題の部分も大いにあるのであれば、その思い方を変更するこ
とによって、「迫害されて不幸だ」という思いを脱却することも、簡単にできますよとイ
エスは言っているわけです。また、それがどれほど簡単かと言えば、それは、今まで出
てきた他の例えと同じように簡単で、やり方は共通だと言っています。
「何かに飢えている」、何かを欲している。だから苦しいと思っているのを解消するに
は、それと逆の方向に行けばすぐに、心は満たされるということです。
「丁寧に扱って欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「丁寧に
扱ってあげる。おもてなしをしてあげる」と「愛」を出す方向に進めば、その苦しさは簡
単に消えます。
「親切にして欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「親切にして
あげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
「自分を愛して欲しい」と「欲」で苦しくなっていることに、もし、気が付けば、「自分から
相手を愛してあげる」と「愛」を出す方向に進めば簡単に解消します。
このように、心で思っている不満足で苦しいのは、すぐに解消され、満足や、感謝に変
えることができます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、この心の仕組みを、何度も何度も言っていますね」
「そうだね。これはイエスの教えの基本だからね。『欲』で苦しいのは、『愛』に変えればす
ぐに解消するというものだ」
「でも、このように何度も何度もイエスが言うということは、弟子がなかなか理解しな
かったということですか」
「ああ、なるほど。そうかもしれないね。実践が大事だからね。実践しないとこのイエス
の逆説的な言い方の本当の意味は分からない。実感できない。従って理解できない。何
度も言っているが、なかなか理解してくれないと、だんだん言い方が厳しくなるだろう
ね」

「そんな感じですね。次のセンテンスは相当厳しいですよ。笑雲先生」
「そうかい、では、次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(70)Jesus said, "That which you have will save you if you bring it forth from yourselves. 
That which you do not have within you will kill you if you do not have it within you."
(70)Jesus said, "If you bring forth what is within you, what you have will save you. If you 
do not have that within you, what you do not have within you will kill you."
(70)イエスが言った、「あなたがたがあなたがたの中にそれを生み出すならば、あなた
がたが持っているものが、あなたがたを救うであろう。あなたがたがあなたがたの中に
それを持たないならば、あなたがたがあなたがたの中に持っていないものが、あなたが
たを殺すであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスでは、「あなたがたを殺すであろう」などと、過激な言葉を使っていま
す。弟子は、「えっ、殺されては堪らない」と思って、イエスの言うことに、本気で聞き耳
を立てたのかもしれません。
イエスは、強欲を捨てて、心を愛で満たしなさいと常々言っています。心に愛が溢れれ
ば、誰でもとても幸せになれますし、誰でも苦しみも消えてしまいます。そのことを強
調してこの言葉が言われています。
でも、このままでは何を言っているのか、よくわかりませんね。「それを生み出す」の「そ
れ」という指示代名詞の対象がこのセンテンスには出てきません。「それ」が何か分から
ないと、このセンテンスは全く分からないわけです。
そこで、この第７０番のセンテンスを、これまでの話の流れを考慮しつつ、分り易く言
い直すと、次のようになります。

「あなたがたがあなたがたの中に、愛をたくさん生み出すならば、その愛が、あなたが
たを救うであろう。あなたがたを幸せに健康にするであろう。あなたがたがあなたがた
の中に愛を創出しないならば、愛があなたがたの中に枯渇していることが、あなたがた
を不幸にし、さらには、強欲に乗っ取られてついには、あなたがた自身がその強欲に殺
されてしまうであろう」

つまり、「それ」とは「愛」のことだったのですね。「愛の不在」はすなわち「欲」ですから、
「愛を持っていないことがあなたがたを殺す」の意味は、「あなたがたの持っている強欲

があなた方を殺す」になります。これでスッキリと意味が通りました。
このように、少々キツイ言い回しですが、イエスは、イエスの言いたい重要なポイント
を、しっかりと弟子達に語ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「このように、キツく言われたら、弟子達は、叱られたと思いますね」
「そうだね。多少叱られたような気分で、しんみりうつむきながら聞いていたのかもし
れないね」
「これだけ言われてもまだ、弟子達は真意を汲み取っていなかったのでしょうか」
「さぁ、どうかな。弟子達は、どうすれば、幸福になれるのかという話を、自分達のマイ
ンドで聞いているからね。マインドは、では、一体何をすればいいのかと、計算したり、
比較したりしながら考える。でも、そのマインドの動きがそもそも『欲』だからね。その
『欲』を消滅させなければ、『愛』にはならないのだ」
「そうですね。でも、どうしても『欲』が走ってしまいますよ。笑雲先生」
「それはそうだ。マインドは、片時も休まずに、それまで作り溜めたプログラムを参照
して走っている。プログラムとは、自分と自分の命を守ろうと、マインドが自分の経験
や体験から学習し、これまでずっと積み上げてきたものだ。それらのプログラムが手元
に有る限り思考はその線で走るわけだ。欲が走る。だから、その無自覚で使用している
プログラムを抜去しなければならない。強欲を起こさないようにするには、プログラム
を抜去する必要があるわけだ。
そして、イエスが弟子に対してサポートできることとは、そのプログラムの抜去作業の
手伝いだ。手助けだ。要らない古い幼稚な思い込みは全部捨てましょうということだ」

「笑雲先生。もし、そのようにプログラムを捨てることができた時に、もう一度それを
拾い直すことはないのですか。ああ、やっぱり大切だから持っておこうと」
「なるほど。拾い直したければ、拾い直してもいいが、普通は拾い直すことはないね。稚
拙なプログラムをやっとのことで捨てることができたら、それを、また拾い直すことは
皆無だ。それは考えられない。というか、無自覚に自動反応していたプログラムが、無
自覚では起動しなくなることを、『捨てた』と表現しているわけだから、その捨てたプロ
グラムを再び使用することはあっても、それは、自覚して使用しているわけだ。無自覚
ではない。意識してそのようにしているだけだから、表面的にやっていることは、プロ

グラムがあった時と同じかもしれないが、自動反応ではない。表面的に同じ行為をして
いても、それは、故意に自覚してやっているということになる。だから、もし、プログ
ラムを持っていた時と同じように反応していたとしても、それは、演技だね。無自覚で
はない。正確に言えば、『捨てたプログラムは拾い直すことはない』ではなくて、『無自覚
に使用されていたプログラムが一旦自覚されると、もう一度無自覚に戻ることはない』
が正しいのだろうね」
「なるほど。すると、まぁ、手短に言えば、拾い直すことはないということですね」
「一言で言えばそうなるな」
「じゃぁ、たくさんのプログラムの柱や梁でできた家を、一旦倒壊させたら、もう再び
建て直せないようなものですね」
「ああ、そうだね。それは、うまい例えだね。その壊れた家の材料で、また家を建て直す
のは無理だが、新しい材料でなら新しい家を建て直すのは簡単で、楽だね」
「なんだか、そんなことをイエスは次で言っていますよ」
「おや、そうかい、では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(71)Jesus said, "I shall destroy this house, and no one will be able to build it [...]."
(71)Jesus said, "I will destroy [this] house, and no one will be able to build it [...]."
(71)イエスが言った、「私はこの家を壊わすであろう。そして、誰もそれを再び建てるこ
とができないであろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
人は、幼い時から体験したり、学習したりして、多くのプログラムを作っていきます。
まるで、土台を作って、柱を立てて、梁をのせて、壁を作って、屋根をのせて家を作る
ようなものです。人間関係のプログラムでできた家、運動関係のプログラムでできた
家、お金に関するプログラムでできた家など、たくさんの家が建ってきます。

プログラムの抜去は、その家の、壁を一枚剥したり、柱を一本抜いたりするように、一
つずつでも、部分的に抜去することが可能ですが、時には、まとめてごっそり抜去され
ることもあります。特に、人間関係のプログラム群は、それだけで一軒の家が建ってい
るような大きな群になっています。しかもがっしりと建っており、建築材料は、お互い
に密接に組み合わされ、連結し、関連しています。ですから、どれか中心的な柱などが
抜去される時には、他の多くの建材も崩れて落ちてしまいます。人間関係のプログラム

群の抜去時は、このように関連したプログラムも一気に崩れ落ちますので、それは、ま
るで、一軒の家がガラガラと音を立てて砂埃を上げながらまるごと跡形もなく倒壊す
るようなものです。

その崩れ落ちた材料で再び家を再建するのは、材料も破壊されていますし、ほとんど不
可能です。アタマの中のプログラムも一旦、崩れて抜けてしまうと、二度と取り上げる
ことはありません。
プログラムが抜けた時は、「ああ、なんてことだ。私はこんなプログラムを後生大事に
ずっと持っていたのだ。もう要らない」という感じがします。それと、同時に、「ああ、楽
になった。まるで、ずっとまとっていた重い鎧兜を脱ぎ捨てたようなものだった。しか
も、サイズの合わない小さい鎧兜を。ああ、なんて清々するのだ。重い荷物を捨てるこ
とができて本当によかった」としみじみ思います。

そして、重い鎧兜を脱ぎ捨てたあとは、そのような重いものをずっと大事に思って、決
して脱ごうとしなかったマインドに対して、「よくも、まぁ、今日まで、こんな苦しい思
いをさせてくれたもんだ。まったく、一言くらい、謝罪の弁があってもしかるべきだろ
う」と思いますが、マインドは、まったく知らぬ顔です。捨てたプログラムを持ち続け
ていたことに、何の後ろめたさも謝意も持っていません。
「マインドさん、今回、あんなに潔く捨てられたのに、どうして、あんな苦しいプログラ
ムをずっとずっと持ち続けていたの？」と聞いても「要らなくなったから捨てただけで
す」と平気の平左でシャーシャーと答えます。持ち続けていて、ずっと主人を苦しめて
いたことへの反省の気配は微塵もありません。本当にあきれた奴ですが仕方ありませ
ん。マインドは、「要ると思うから持つ。要らないとなれば捨てる」と、とても合理的に
機械的に単純に動いているだけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「欲の元の柱や壁を全部捨てて、欲を、もともと起こさない状態を作るのですね」
「それが、幸福の元だ。欲を満たす方向で幸福になろうとするのでは、本当の幸福には
なれない。キリの無い欲望に必ずやられる。必ず不満になり必ず不幸になる。欲を満た
す方向では、決して幸福になれないのだ」
「欲を満たす方向では、決して幸福になれない。なるほど。なんだかそのようなことを、

イエスが次で言っていますよ」
「そうかい。では、次に」 
…………………………………………………………………………………………………………………
(72)A man said to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." He 
said to him, "O man, who has made me a divider?" He turned to his disciples and said to 
them, "I am not a divider, am I?"
(72)A [person said] to him, "Tell my brothers to divide my father's possessions with me." 
He said to the person, "Mister, who made me a divider?" He turned to his disciples and 
said to them, "I'm not a divider, am I?"
(72)ある人が彼に言った、「私の兄弟たちに、私の父の持物を私と分けるようにと言っ
て下さい」。彼がその人に言った、「人よ、誰が私を分配人に仕立てたのか」。彼は弟子た
ちに向かって、言った、「私は分配人なのか」
…………………………………………………………………………………………………………………
弟子たちが、イエスに向かって、次のように言いました。
「イエス様。あなたは人を幸福に導く方です。多くの人があなたに会って幸せになって
います。ですから、私達も幸福にしてください。私達にも幸せを分けてください。私達
にも神様がお持ちの幸福を分け与えてください。私達にも神様の財産を分配してくだ
さい」
しかし、イエスの答えは、
「ええ、なんですって。私が分配人。とんでもありません。誰が私を、分配人に仕立てた
のですか。私は、分配人ではありませんよ。私は、諸君の欲求を叶えるためにここに居
るのではありません。諸君の欲求の根っこを引き抜くためにいるんですよ。欲しい欲し
いと言っているその強欲を抜き去るために居るんですよ。その強欲さえなければ、不満
ももともとないでしょう。苦悩ももともとないでしょう。すると必ず輝くような幸せに
なれます。だから、強欲を抜き去ることが大切です」と言っています。

つまり、イエスは、私は分配人ではない。私は、欲を満たして満足しようと思っている
人にその方法を教えている人ではないと言っているわけです。
「欲」をどんどん増強させて「強欲」にして、それで苦しくなっている人を、確かに、イエ
スは、救うことはできます。でも、その方法は、強欲を満足させるやりかたではなく、
その強欲を元から取り去る方法でです。強欲を満足させる方法では、幸せになるのは、
到底無理だからです。

だから、イエスは、「ええ、なんですって。私に、天国の幸せを分けてくれって言ってる
の？　とんでもない。私は、幸福の分配人ではないよ。そこのところをしっかり理解し
てくださいよ」と言っているわけです。

多くの人は、今も昔も、「どのようにすれば、幸福になるのか？」ともし問えば、それは
「欲求が叶うことだ」と答えるでしょう。願いが叶う、思い通りになる、理想通りにな
る、欲しいものが手に入るなども、その一例です。
イエスは、ここでは、欲しいものを手に入れる例えとして、「父の財産」つまり「最大の幸
福」を分けて貰いたいと欲求している人の話をしているわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスの教えは、欲を満足させる方向ではなくて、元の欲を消滅、滅却することで、幸
せになるということですね」
「そうだね。小松茸。欲しいものを得て幸福になろうとするのではなく、欲しいという
自分の強欲が苦しみの元なのだから、それを捨てることによって、不満も元から解消で
きるわけだ。欲求がなければ不満もないわけだ。その方法だ。そして、不満がなければ
人間はもともと完璧に幸せだから、すぐに自動的に幸せになれる。それこそが、揺るぎ
ない真の幸福に向かう方法だ」
「なるほど。では、その、欲しい、欲しいという欲を捨てるには、一体どうすればいいの
ですか。笑雲先生」
「それは、修行だが、取りあえず、アタマをクリアーにすることから始めなければなら
ない。雑多な思考が増殖していると、取り除きたい元の欲の姿すら見えない」
「そうですね」
「小松茸、アタマの中をスピーディにクリアーにするにはどうするのだったっけ？」

「はい、アタマの中の思考テーブルを素早くクリアーにするには、
（１）元からあるデータ（S）は少ない方が良い。
（２）単位時間でデータが増加するスピード（aX）は遅い方が良い。
（３）単位時間でデータを片付けるスピード（bY）は速い方が良い。
ということですね。これは、瞑想のニュートン算という算式で表されますね」
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「おお、良く勉強しているな」
「はい。長年やってますから。そして、瞑想のニュートン算とは、S+aXm-bYm<0　とい
う算式ですね」
「そうだ。付言すると、瞑想での精神力は１５分しかもたないから、m<15だ。その条件
で、この式を成立させなければならない」
「そうですね。結構、忙しいですね」
「データを片付ける量（bY）よりも、データを増やす量（aX）が多ければ、いつまでたって
も片付かないのだ」
「それはそうです。一方で桶から水をくみ出しているのに、片方でそれ以上の水を注入
していては、いつまでも桶の水は空になりませんからね」
「そうだね。マインドは、心配事などがあると、高速でデータを増殖させる。そうする
と、アタマはデータで一杯になる。まずは、それらのデータから片付けていかなければ
ならない。そうしないと、底の方にある元の欲を観察することもできないわけだ」
「そうですね。どんどんくみ出して、空にしなければなりませんね。イエスの弟子がそ
のようなことを質問したのでしょうか、イエスがそのようなことを次で言っています
よ」
「そうかい、では、次のセンテンスに行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(73)Jesus said, "The harvest is great but the laborers are few. Beseech the Lord, 
therefore, to send out laborers to the harvest."
(73)Jesus said, "The crop is huge but the workers are few, so beg the harvest boss to 
dispatch workers to the fields."
(73)イエスが言った、「収穫は多いが、働き人が少ない。だから、主人に願って、収穫の
ために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
なかなかアタマの中の雑多なデータが片付かない弟子が、イエスに聞いたのでしょう。
「イエス様、アタマの中をきれいにすることが大切だとわかりましたが、どうやったら、
アタマの中を素早く片付けてクリアーにすることができますか。私は、どんどん考えが
走ってしまって、とても片付かないのですけど」
「そうか。どんどん考えが走ると、どんどんデータが増えるから、それでは片付かない
ね」

「でも、考えが走るのを止めるのが、なかなかできないのです」
「そうか。優秀なマインドは、どんどん高速で走るから、なかなか止めるのも難しい。そ
のような場合は、増加する方より、片付ける方のスピードを上げればいいのだ。例え
ば、麦が高速で大量に実を結んでいる。なかなか収穫しきれない。そのような場合は、
刈り取る方の人数を増やせばいいのだ。すると実が成るより刈り取る方が早くなるの
で、やがて片付けられる」
「なるほど。そうですか」

そのようにイエスは説明したのでしょう。それが、つまり、このセンテンスです。「収穫
すべき種は多いが、働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やすべきだ」
となります。先程の瞑想のニュートン算で言えば、「収穫すべき種（S+aXm）は多いが、
働き人が少ない場合は、収穫のために働く人の数を増やし収穫量（bYm）を増やすべき
だ」と言ったわけです。

イエスが農作業や収穫の量の例えを使う場合は、大方の場合、マインドの中のデータの
増加、減少の話です。ここで、収穫が多いという表現も、マインドの中のデータの増加
スピードが早いということの、上手な例えになっています。
「片付け作業をしていても、増える量の方がそれより多ければ片付かないよ。そんな場
合は、増える量を減らすか、片付ける働きの方を増加させなければならないよ」と言っ
たわけです。
瞑想のニュートン算S+aXm-bYm<0　の(aX)　が(bY)　より大きいのであれば、いつま
でたっても片付かないわけです。
その場合は、片付ける方を増強する。片付ける方の係数(b)を大きくする。それを麦を刈
り取る例えで言えば、「主人に願って、増え続ける穀物を刈り取る働き人を送り出して
くださいと言いなさい」となったわけです。
ここで言う主人とは、文脈からすると「本来の自己」「真我」の事でしょうね。マインドが
欲で活発に活動しているのをチェックできるのは「真我」ですから、その「真我」に頼ん
で、片付ける人を増加させてくださいと頼みなさいとイエスは言ったわけです。

早く片付けるというのは、結局、瞑想の浄化三手順で言うと、「集中」「気付き」「棚上げ」
のサイクルを回すのを早くするということです。高速で三手順を繰り返し回す。つま
り、思考の種やデータを片付ける、そのスピードを上げるということです。

…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「真我がマインドを使っているのですか？」
「そうだね。真我というのは、『本来の自分』とか、『霊』とか『魂』とか言うね。イエスの言
い方では、死ぬ時に、野も返す、衣服も脱いで返す、その返す主体の生身の方だ」
「肉体も返す、マインドも返す、でも、返さない自分ですね。『消えることのない自分』で
すね」
「そうだね。宇宙と同じ、時空と同じ自分だ」
「その『本来の自分』は、では、何かしゃべることはあるのですか」
「しゃべるのはマインドだ。本来の自分は、言葉を持っていない」
「では、誰かの『本来の自分』と、他の誰かの『本来の自分』同士で、話ができるのですか」
「話はできないが、『本来の自分』同士で何かしらは通じる」
「それは、言葉では表現できない何かですか」
「そうだね。『本来の自分』と『本来の自分』がもし出会っても、とにかく静かだ。『本来の
自分』に言葉は無いからな」
「そうですか。真我と真我は出会っても言葉は無いってことですね。なにか、そんなこ
とを次でイエスが言っていますよ」
「そうかい、では次に」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(74)He said, "O Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the cistern."
(74)He said, "Lord, there are many around the drinking trough, but there is nothing in 
the well."
(74)彼が言った、「主よ、泉のまわりには多くの人々がおりますが、泉の中には誰もおり
ません」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりのイエスの話は、「真我」の説明になっています。しかし、とても深い話なの
で、福音書にはあまり詳しく書き留められていません。残っているセンテンスは、印象
に残った話だけになっているようです。全体を理解して、論理的に書き留めたものとは
思えません。このあたり「真我」の話が続いているところなので、きっと、イエスは弟子

たちに丁寧に「真我」のことをいろいろ話したのだろうと思います。例え話の深さから、
その様子がうかがわれます。

ここでは、「真我に到達すれば、そこはとても静かである」と言っています。マインドは
常に言葉を使っておしゃべりしていますが、真我はまるで、何を聞いても何を見てもニ
コニコして黙っているようなもので、とにかく、とても静かです。

お釈迦様も、ダンマパダの第８２番で「深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は
真理を聞いて、こころ清らかである」と、悟りに達した人は、深く澄んだ湖のように
しーんと静かであると言っています。古今東西、悟った人は、「真我」が現れます。そし
て、その「真我」がとても静かだということです。
修行が進んでいくと、マインドの方から見ると、自分自身の真我にどんどん近づいてい
きます。実際の真我の相対的な位置は、五蘊三層の一番下にあります。マインドが常に
思考やおしゃべりに使っている「色・受・想・行・識」の五蘊のさらに下に「プログラム域・
解釈域・記憶域」の三層があり、そのさらに下方に、「真我」が位置しています。つまり、
泉の底の方にあるようなものです。そこに近づいて行くと、「泉の周りは喧噪としてい
ましたが、泉の中は静かです」というイエスの例えが、ぴったりです。泉の周りとは、五
蘊三層、特に、五蘊のことです。そこは、マインドが活躍する場で、いつも通常、喧噪と
しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、誰も居ませんと言っていますよ」
「そうだね。『泉の中に誰も居ない』とね。とてもうまい表現だ。本当にそんな感じだ」
「何がですか。笑雲先生」
「自分が真我にたどり着いた時には、そんな感じになる。マインドを置いてきているわ
けだから、自分と他との区別もできない。比較もできない。境もない。だから、自分が
無い。無我だ。無我だけど『自分』は在る。存在している。それはわかる。では、自分の大
きさや範囲はどうかというと分からない。境がないから無限だ。無限に巨大だ。宇宙と
同じだけの大きさだ。言葉もない。思考もない。時間もない。空間もない。だけど、真我
はそこにある。存在がある。そんな感覚だ。だから、泉の中には誰もいないという表現
にもなるわけだ」

「ほう、そうですか。なんだか凄そうですが、聞いているだけではよくわかりませんね」
「そうだね。これは体験だからね。言葉を使えないところまで行った時の体験だから、
それを言葉で表現するのはとても難しい。しかし、行けば、誰も同じ体験をする。だか
ら、その体験をした人が、後でその体験を、曲がりなりにも言葉にしてなんとか工夫し
て表現したものがあれば、それと同じ体験をした人なら、『ああ、これはあのことを
言っているのだな』と推測できる。そして、自分も経験したことのある圧倒的な、リア
ルな素晴らしい全宇宙的な体験を懐かしく思い出せる。だから、そのような文章に出会
えるのはいつでも、ありがたいことだ。嬉しいことだ」

「ああ、小松茸も、そのような素晴らしい体験を早くしたいものです。笑雲先生」
「うーん、なるほど。そうか。でも、そのようにマインドが主導していたのでは、真我の
所までは行けないよ。行けないというか、もともと居たところだから戻ると言った方が
正確だが、そこに、戻れない。マインドを脇に置いておかないと到達できない。まぁ、
その意味では一人でそこに行くということだ」
「そのような素晴らしい所へは、マインドを置いて自分一人だけしか行けないというこ
とですね」
「そうだね。単独で行く」
「なんだか、一人で行くこと、単独で行く、そのようなことを、イエスが次に言っていま
すよ」
「おや、そうかい」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(75)Jesus said, "Many are standing at the door, but it is the solitary who will enter the 
bridal chamber."
(75)Jesus said, "There are many standing at the door, but those who are alone will enter 
the bridal suite."
(75)イエスが言った、「多くの人々が戸口に立っている。しかし、花嫁の部屋に入るであ
ろう者は、単独者だけである」
…………………………………………………………………………………………………………………
この辺りもずっと、「真我」の説明が続いています。「花嫁の部屋」とは、「真我のある場
所」のことで、そこへは、単独者だけが行けるとイエスは言っています。悟った人だけ
が行けるとも読めますが、その部屋に入って行けることが、すなわち悟ることなので、

行ったら悟ったことと同じ意味です。ですから、悟ったら行けるのではなくて、行けた
ら悟れるというのが厳密な正しい言い方でしょう。

このセンテンスを、選ばれた特定の人だけが悟れるという意味にとることもできそう
ですが、イエスは、選ばれた特定の人だけが悟れるなんて、ケチなことを言うハズがあ
りません。イエスの教えは、万人への教えですから、特定の人だけを選別し依怙贔屓し
たような料簡の狭い教えではありません。
そうではなくて、ここの単独者の意味は、マインドを脇に置いて一人で来てください、
の意味です。マインド同伴では決して入れませんよという意味です。その意味で、花嫁
の部屋へは新郎一人しか入れませんから、とても分り易い例えだと思います。また、
「真我」の所へ至るというのは、「本来の自分」の存在を、体験的に確かめることで、心が
大いなる至福と安寧になりますので、自分の人生にとって得難い宝物を発見したよう
に思えます。それを例えて、すばらしい花嫁を獲得するようなものだと言ったのでしょ
う。それは、確かに、どんな高価なダイヤモンドよりさらに価値のあるものです。比較
すらできません。
自分がそこに到達したら、人生の大目標を到達したような気にもなります。最高の幸福
になります。もうそれ以上大きな望みは不要と思います。そのような欲が消えてしまい
ます。大満足になります。大感謝になります。揺るぎない存在を確固たる体験で実感で
きます。死ぬことも消えることもないのだと、大いに心が安定します。そこに入る時
は、もう一度言いますが、マインドを置き去りにして、一人になって入ることになりま
す。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「死ぬことも消えることもないと言っても、肉体も、マインドも死んで、消えてしまう
のでしょ」
「そうだね」
「そしたら、真我は消えないなんて、どう証明するんですか」
「証明か。それは、無理だね」
「だったら、やっぱり、消えるんじゃないのですか。真我も」
「ああ、マインドが考えると、消えるかもしれないね。でもね。真我に至った体験からい
うと、消えないと実感してわかるわけだ」

「それは、でも、錯覚かもしれませんよ。笑雲先生」
「そうだね。錯覚かもしれないね。真実ではないかもしれない。誰も証明はできないし
ね。でも、自分は、そう確信しているわけだ。誰から、『それは錯覚でしょう』と言われて
も、自分で体験したことで、確信している。そして、それは決して揺るがない。揺るが
ないことが素晴らしい」
「揺るがないとは？」
「小松茸が、いくら、それは消えるかもしれないと言っても、絶対消えないとその確信
が揺るがない。まぁ、言いたい人には勝手に言わせておけばいいという感じかな。信じ
ているのとは違う」
「どう違うのですか、笑雲先生」
「どう違うか？　そうだな、例えば、神の存在を信じている人に、『あなたがたの神様A
は居ない。でも、私たちの神様Bは居る』などと言うと、争いになる」
「そうですね」
「太陽は確かにあると言っている目の見える人に、目の見えない人が、それは錯覚かも
しれませんよ。太陽は無いかもしれませんよ。と言っても、目の見える人は争いもしな
いし、揺らぎもしない。太陽は確かにあるし、目の見えない人にどんなに説明しても正
確には伝わらない。でも、錯覚だと言われてもなんと言われても、目の見える人にとっ
ては太陽は天空で輝いていることは紛れもない事実だ。疑うすべもない」
「そうですね」

「だから、『あなたの真我は消えてなくなる』と言われても、そのように言ってくる分っ
ていない人には、どう丁寧に説明したとしても、ある程度しか分らない。だから、まあ、
争わずに放っておこうと思うだけだ。つまり、争いにはならない。
信じることで、何か苦悩や問題を、抑圧、隠ぺいする精神的な作業をしている団体がも
しあるとすると、その信じる対象の存在が疑わしいなどと外部から言うと、基本が揺ら
ぐので大変なことになる。また、信じるという作業は、数を集めて集団で行う方が、継
続し、拘束しやすい。みんなも信じているから、自分は多少疑わしいと思っていても、
たぶんきっと正しいのだろうと、自分を納得させることもできる。でも、自分が『知っ
ていること』は、『信じていること』とは違う。だから、知っている場合は、自分一人で
知っているだけで充分だし、それを知らない人と争うこともない」
「なるほど」
「このように、真我に達すると、それは、誰からも盗まれもしないし、朽ちもしないし、

輝きを失うこともない、永久の得難い宝を手に入れたようなものだ。だから、名誉や地
位や財産を求めるのも、世俗的にはもちろん良いことだけれど、その得難い真の宝こそ
求めるべきだ」
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「それと同じようなことを、次でイエスが言ってますよ」
「そうかい」
「はい」

…………………………………………………………………………………………………………………
(76)Jesus said, "The kingdom of the father is like a merchant who had a consignment of 
merchandise and who discovered a pearl. That merchant was shrewd. He sold the 
merchandise and bought the pearl alone for himself. You too, seek his unfailing and 
enduring treasure where no moth comes near to devour and no worm destroys."
(76)Jesus said, "The Father's kingdom is like a merchant who had a supply of 
merchandise and found a pearl. That merchant was prudent. he sold the merchandise 
and bought the single pearl for himself. So also with you, seek his treasure that is 
unfailing, that is enduring, where no moth comes to eat and no worm destroys."
(76)イエスが言った、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のよう
なものである。この商人は賢い。彼は荷物を売りはらい、自分のためにただ一つの真珠
を買った。あなたがたもまた、衣蛾（いが）が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、
朽ちず尽きることのない宝を求めなさい」
…………………………………………………………………………………………………………………
トマスの福音書の中に、「父の国」(The Father's kingdom)とか、「御国」(the Kingdom)な
どの言葉が、私の計算では、都合21箇所出てきます。ほとんどは、瞑想に関して心の働
き方を説明した文章です。ここもそうです。そのまま読んでも何の意味もわかりませ
ん。
「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである」を文法
的に字義的に理解しても、それでは支離滅裂です。あまりにも意味が通らないので、最
初は、もしかすると、誤植ではないかとさえ、思ったものです。それで、念のため英文
を探して同じ箇所を読んでみても、結果は同じです。The kingdom of the father is like a 
merchant who had a consignment of merchandise and who discovered a pearl.で す。パ

ピルスにも同じセンテンスが残っているのでしょう。誤訳ではありません。しかし、こ
れでは、やはり、さっぱり意味がわかりません。

「父の国」「御国」は、どうも、後世の人が、何かを一律に置き換えたものだろうと思えま
す。何か特定のことを説明する際に、そのセンテンスにこの「父の国」「御国」が枕詞のよ
うについているわけです。
イエスは、どうしたら幸福になれるか、どうしたら悟れるかを教えていた先生なので、
心の仕組みや、マインドの働き方、悟りの意味や、悟りの方法についても、詳しく説明
していたはずです。実践の方法だけでなく、理論もしっかり教えていたと思います。
アタマの中の動きなどの説明は、ですから、例えも沢山使ったようです。それらが、
残っているわけです。
でも、後の人が、次第にその意味が分からなくなって、「こんな例えが残っているが、こ
れは何の話だったかなぁ。よく分からないなぁ。とりあえず、『父の国では』としておこ
う」という感じで拾遺したのではないかと思います。つまり、「父の国」「御国」が出てく
ると、イエスが語った心の動き等の詳しい説明の箇所なのだと分かるわけです。ですか
ら、その言葉が目印のように一律に使われているのは、分かりにくいというよりは、か
えって分かりやすく、便利と言えば便利かもしれません。

さて、「父の国は、荷物を持っていて、一つの真珠を見出した商人のようなものである。
云々」に戻りましょう。

この文章は、３つのポイントがあります。
（１）一つの真珠を見つけた。
（２）他の財産を売って、その真珠を買った。
（３）真珠は永遠である。それと同じ宝を求めよ。
つまり、「真我に到達することが唯一最高のことで、それは、他のどんな財産より価値
があり、しかも、朽ちることなく永遠である」ということです。
このセンテンスをイエスは何度も語ったのでしょう。共観福音書であるマタイの福音
書、ルカの福音書にも同様のセンテンスが出てきます。以下はマタイの福音書から引
用。
…………………………………………………………………………………………………………………
(MAT13:45-46)また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探してい

る。高価な真珠を一つ見つけると、出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを
買う。
(MAT06:19)「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さ
び付いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。
(MAT06:20)富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、
また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。
…………………………………………………………………………………………………………………
マタイ福音書の、「天の国」や「天」もやはり、同じように、悟りや心の仕組みの説明文の
冒頭についています。ここも、「真我」の説明です。イエスは、本来、天の国などとは言わ
なかったと思いますが、聖書が編纂される途上で、「天の国」や「天」のようになってし
まっています。
これは、キリスト教を広めようとすると、やむを得ない工夫だったかもしれません。心
の仕組みを詳しく説明して理解して貰うには、相当膨大な説明が、しかも順序立てて矛
盾なく丁寧にする必要があります。それはとても難しいことですから、心の仕組みの話
になると、一律「天国では云々」とかに改変されたのだと思います。そう言っておけば、
天国には行ってみないと誰も実体が分からないことですから、多少の説明不足や、意味
不明な言明も、その説明義務がないということになります。厳しい追及もかわすことが
できます。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「では、この言葉はイエスの言った通りではないということですね」
「それはそうだろう。イエスが、天国は商人に似ているなんて子供でも変な文章だと思
うような、意味不明なことを言うはずはない。イエスはとても深いことを正確に話して
いる。わかりにくいところは、色々な比喩や例えを交えて丁寧に話している。わけのわ
からないことは一言も言っていないと思う」
「それはそうですね。では、イエスは実際はどう言ったのですか。もとの言葉に戻して
みてください。笑雲先生」
「おお、そうだね。そうすると分り易い」
「はい、お願いします。私達は、これまでずっと講義を聞いてきていますから、真我がど
こにあるか、そして、真我がなんであるか、理解していますから、その言葉を使って言
い直してみてください」

「お安い御用だ。では言い直してみよう」
「はい」

「言い直すと、このようになる。誰でも、瞑想で深いところまで到達して、真我まで至る
と、素晴らしい宝物に出会ったような気がする。まるで、一つの真珠を見出したような
ものだ。それはとても価値のある宝物だ。全財産を売り払ってでも、それを取得する価
値があるほどだ。それほど価値がある。そして、もし、首尾よくそれを取得すれば、た
とえ誰かが、トラック一杯のダイヤモンドと、それを取り替えませんかと言ってきて
も、笑雲は断る」
「えっ、笑雲先生、誰かが、そんなことを言ってきたのですか？」
「誰も言ってこないよ。だが、もし、そういう申し出があったとしても笑雲は断固、断
る」
「ええっ、断らないでください。笑雲先生。貧乏で、屋根から雨漏りもしてるのに」
「こら、小松茸」
「はい、スミマセン。本題に戻ってください。トラック一杯のダイヤモンド」
「そう、トラック一杯のダイヤモンドを貰ってもちっとも嬉しくない。それに第一、邪
魔になるだけだ。しかも置いておく部屋もない。まったく要らない」
「あの、笑雲先生。もう、分かりました。分かりました」

「おお、そうかい。だからだ。イエスが言っているように、全財産、全荷物を売りはら
い、自分のためにただ一つの真珠を買うのだ。そして、弟子に向かって、あなたがたも
また、衣蛾が近寄って食わず、虫が食いつくさぬ所に、朽ちず尽きることのない宝を求
めなさいと言っている。つまり、真の宝物は、自分の内側に眠っているってことだ。誰
でも、莫大な財宝を持っているってことだ」
「じゃぁ、小松茸も、大金持ちですね」
「ああ、そうだよ。人間、誰でも、みんな、大金持ちだ。でも、ほとんど、それに気が付か
ない。一生気が付かない人も多い」
「大金持ちだと言われると、分りがいいです。でも、大金持ちになれば幸せになれるっ
て誤解する人もいるかもしれませんよ。内なる財宝に手が届かなければ、外の財宝でそ
の代わりをさせようとするかもしれませんよ。大金持ちを目指す。その方が簡単ですか
らね。笑雲先生」
「そうだね。『どんなにお金を積んでも、お金では買えないよ』ってことを強調している

のだが、すると、お金が大切ってことの方に意識が向
きすぎるかもしれないね。逆なんだけどね」
「そうですよ。悟った場合の素晴らしさを、お金の過
多ばかりで表現していてはマズイと思いますけど」
「それはそうだ。悟った素晴らしさは、お金とは次元
が違うからね」
「具体的には、どう違うのですか」

「存在の喜び、至福、宇宙の光、温かさ、そんなもの
だ。とても表現しにくいけど」
「どう表現しにくいのですか？　笑雲先生」
「そうだね。言葉で説明すると限定されたものになっ
てしまうが、なんていうか、自分が宇宙と同じになる
というか、繋がっているというか、溶けているという
か、とにかく、存在していることは確かなのだが、この世界と自分とが一体になってい
るという実感だね。多分、自分という概念がなくなって、まぁ、無我ともいうのかもし
れないが、自分と自分以外の境界が消えてしまうから、自分がどこまでも大きく広く
なって、つまり、その果てもないから、宇宙の果てまで『自分』と実感される。つまり、宇
宙も自分も同じと思える、そんな感じかなぁ」
「そうですか。なるほど。そんなことをイエスが、次で言っていますよ」
「ほう、そうかい。では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(77)Jesus said, "It is I who am the light which is above them all. It is I who am the all. 
From me did the all come forth, and unto me did the all extend. Split a piece of wood, and 
I am there. Lift up the stone, and you will find me there."
(77)Jesus said, "I am the light that is over all things. I am all: from me all came forth, and 
to me all attained. Split a piece of wood; I am there.　Lift up the stone, and you will find 
me there."
(77)イエスが言った、「私は彼らすべての上にある光である。私はすべてである。すべて
は私から出た。そして、すべては私に達した。木を割りなさい。私はそこにいる。石を
持ち上げなさい。そうすればあなたがたは、私をそこに見出すであろう」

…………………………………………………………………………………………………………………
ここで言う「私」というのは、「本来の自己」です。本当の私、つまり「真我」です。これは、
イエスの「真我」でもありますが、誰の真我も同じですから、私の「真我」であり、あなた
の「真我」でもあります。「真我」とは、光であり、すべてであると言っています。物質は
すべてエネルギーだと言う現代物理学の理論もあります。エネルギーを光と置き換え
れば、宇宙は私であり、それはエネルギーだと言っていることになります。「私は光で
ある」とは、そんな感じでしょう。「私はすべてであり、すべては私から出た。そして、す
べては私に達した」と、スタートからエンドまで全部だと言っています。そのころ、宇
宙という概念がなかったでしょうから、この始まりから終わりまで全部自分だという
のは、宇宙的な大きさ、規模を語っていることになります。
そして、それは、ここにもそこにも、全てを満たしているわけですから、「木を割りなさ
い。私はそこにいる」になりますし。「石を持ち上げなさい。そうすれば私をそこに見出
すであろう」ということになります。

でも、少しここで、この福音書を書き伝えた人は、分り易くしようと思ったのか、不要
な改変をしてしまっています。イエスは、もともとは、「木を割りなさい。私はそこにい
る。石を割りなさい。私はそこにいる」と言ったハズです。それなら、言っていることの
意味が通ります。「私」は「光」であると、言ったあとに、では、光の届かないところには
居ないのかといえば、そうではなくて、木の中にも、石の中にもいるよと言っているわ
けだからです。物質の外にも中にも居ると、同じことを繰り返して言っているわけで
す。

石の下にいるのではありません。石という物質もまた宇宙の一部だと言いたかったハ
ズです。でも、この福音書を書き伝えた人の中には、「木は割れるが、石は簡単には割れ
ないし、そもそも、木の中なら生命がいてもおかしくないが、冷たい石の中は無理だ。
そうだ。石の下なら虫が隠れていたりするから、たぶん石の下と、イエス様は言ったの
だろう。そうに違いない。だから、ここは、石の中と伝わってはいるけど、たぶん間違
いのはずだ。石の下と書き直しておこう」と、要らぬ書き換え作業をしたのではないか
と思います。

このあたり「真我」の説明が続いているその文脈から言えば、イエスが言ったのは、「石
の中」です。「木を割りなさい。私はそこにいる。石を割りなさい。そうすれば私をそこ

に見出すであろう」とイエスは力強く言ったことでしょう。
私は、宇宙だ。光だ。エネルギーだ。人間としての外見ではないよ。と言いたかったの
だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、そんな風に言われると、困りますよ」
「なにが、困るんだい。小松茸」
「だって、弟子たちは、イエスから、幸せになる教えを聞きたいのに、私は木の中にい
る、私は石の中にいると言われても、困ってしまいます」
「それはそうだ。真我と真我は通じることができるが、まだ真我に到達していない弟子
は、真我のイエスとは話ができない。でも、まぁ、肉体とマインドを持っているイエス
となら、話はできるし、イエスもそれらを使って弟子に話をしているわけだ」
「そうですね。木の中のあなたや、石の中のあなたとはいずれ話ができるとしても、今
は、とりあえず着物の中のあなたとしか話ができません。と、トマスあたりは言いそう
ですね」
「なるほど。そうだね。では、トマスに登場してもらおう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
イエスの一連の教えを聞き終わって、トマスが弟子の意見を代表するように、イエスに
言いました。前々から言いたかったことのようです。
「イエス様」
「なんだい、トマス」
「イエス様は、せっかく素晴らしい教えを説いてくださるのですから、もう少しりっぱ
な身だしなみにしてくださいませんか。木の中のイエス様とも話ができない。石の中の
イエス様とも話ができない。着物の中のイエス様とは話ができますが、でも、今のまま
じゃ、まったく浮浪者同然じゃないですか」
「えっ、そうかい。トマス」
「そうですよ。ですから、もう少し身だしなみに気を付けてください。そうでないと、
せっかくの尊い教えが、もったいないです。それに私たちも恥ずかしい」
「あはははは、そうかい」
「悟ったら身だしなみや、高価な物品には、とんと興味がないのでしょうから、無頓着

になるのはやむを得ませんが、もう少しだけなんとか」
「清潔にはしているよ」
「はい。でも、もう少しくらい、外見にも気を遣ってもらってですね、華美にしろとは言
いませんけど。少しくらいは。もう少し、なんとかなりませんかね」
などと、言っていたのかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見とか、そんなことが、次のセンテンスで出てきますよ」
「おや、そうかい、では次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(78)Jesus said, "Why have you come out into the desert? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a man clothed in fine garments like your kings and your great men? 
Upon them are the fine garments, and they are unable to discern the truth."
(78)Jesus said, "Why have you come out to the countryside? To see a reed shaken by the 
wind? And to see a person dressed in soft clothes, [like your] rulers and your powerful 
ones? They are dressed in soft clothes, and they cannot understand truth."
(78)イエスが言った、「あなたがたは、何を見に野に来たのか。風に揺らぐ葦を見るため
か。あなたがたの王やあなたがたの高官のような柔らかい着物をまとった人を見るた
めか。彼らは柔らかい着物をまとっている。そして、彼らは真理を知ることができない
であろう」
…………………………………………………………………………………………………………………
パスカルは「人間は考える葦である」と言いました。人間はか弱いけれど、考える葦であ
り、全世界と同等の価値があるというような意味の哲学だったと思います。
この「葦」という表現は、西洋ではものごとを静かに深く考える哲学者のように、人を比
喩的に表現しているのかもしれません。
すると、この第７８番の文章は、「あなたたちは、葦のように簡素な身なりの人と、また
は、王や高官のように柔らかい華美な着物をまとった人のどちらを探しにきたのです
か？」という問いを、イエスが弟子たちにしていることになります。簡素な葦と、華美
な高官を、対比させているわけです。

これは、トマス達が、「イエス様、もう少し身なりに気を付けてください」と、イエスに
要望したのに答えて、そう言ったのかもしれません。
イエスは、「身にまとったもので、中身が分かるわけじゃないでしょうに」と、次のよう
に言ったわけです。
「大切なのは、外見ではなく、大切なのは中身ですよ。しかも、その話の中身ですよ。い
くら、華美な柔らかい着物をまとったお金持ち風の人でも、また、たとえ王や高官のよ
うな華美な着物をまとった人でも、その人が真理を語るわけではありませんよ。素朴な
衣装で葦のようなシンプルな人が真理を語るかもしれませんよ。衣装と話の中身は違
いますよ。あなたたちは、衣装を見に来たのですか、それとも話を聞きに来たのです
か。どっちなんですか」と、たぶん、笑いながら言ったのでしょうね。
服で惑わされるなら、服を脱ぎましょうかなどと、ふざけて冗談も言ったかもしれませ
ん。
とてもフレンドリーな、和やかな、リラックスした、イエスと弟子との楽しいやりとり
が偲ばれる一項だと思います。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「外見で、人を判断してはいけませんよね」
「まぁ、そうだな。華美な服を着ているからといって立派な人とは言えない。葦のよう
な質素な服を着ているからといって劣っている人とは言えない」
「結局、着物の中身ってことですよね。大切なのは」
「そうだね。中身だね。着物ではなく、着物の中身だ」
「それって、服は関係ないからとまぁ、冗談でしょうけど、脱いだとすると、裸の肉体っ
てことですか。イエス様の肉体？　尊敬すべきはそれってことですか？」
「えっ、肉体？　どういうこと？　小松茸」
「だって、次の項で、突然、聴衆の中から、女性が立ち上がって何やらイエス様を産んだ
人は素晴らしいとか、幸いだとか、叫んでいるようですよ」
「おや、そうかい。相当、盛り上がっているから、そういう人が現れるかもしれないね」
「とにかく、会場は大いに盛り上がっているみたいです」
「そうか、では、次に行ってみよう」

（つづく）


